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特集　平成 29年度決算



○ NHK 大河ドラマ「おんな城主 
　直虎」特別展開催事業

3,896 万５千円
　平成 29 年 3 月 18 日〜同 12 月
10 日に開催された「国宝・彦根城築
城 410 年祭」の関連事業として、彦
根城博物館で NHK 大河ドラマ「おん
な城主 直虎」特別展を開催しました。

○重要文化財建造物耐震診断事業
2,049 万 8 千円

　平成 29 年度から、国宝・彦根城天
守の耐震診断を実施しています。

　平成 29 年度の一般会計の決算額は、歳入が
449億4,055万3千円、歳出が442億4,288
万 3 千円となり、前年度と比べ、歳入で 2.2％
の増、歳出で 2.4％の増となりました。
　今回の特集では、平成 29 年度に取り組んだ
事業や財務状況などを紹介します。
問い合わせ先
　 財政課☎ 30-6107、FAX22-1398

平成29年度に取り組んだ主な事業

○駅舎バリアフリー化促進事業   
1 億 3,394 万 6 千円

　彦根駅西口下りエスカレーターの増設を行い、バリア
フリー仕様に改修しました。

○観光駐車場設置事業　　　　　　4,168万円
　インバウンド（訪日外国人旅行）対応として、京橋口駐
車場、二の丸駐車場、いろは松駐車場、桜場駐車場、本
町駐車場の公衆便所の洋式化を行いました。

○土地利用計画業務　　　　　3,758万9千円
　コンパクトシティを進めるための立地適正化計画を策
定するとともに、観光シーズンの彦根城周辺の渋滞対策
として、パーク・アンド・バスライドによる自動車交通
量を抑制するための社会実験を実施しました。

特別会計
歳入額 歳出額

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

休日急病診療所事業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

会計名

117 億 4,032 万 3千円 113 億 1,067 万 1千円

67億 8,195 万 4千円 65億 6,307 万 9千円

1億　312 万 4千円 7,962 万 9千円

2億 7,936 万 8千円 2億 7,936 万 8千円

81 億 7,498 万 1千円

11 億 8,436 万 3千円

企業会計
病 院 事 業

水 道 事 業

126 億 9,133 万 1千円 135 億　583 万 6千円

30 億 4,121 万 8千円 33 億 7,963 万 5千円

81 億 5,791 万 4千円

11億 6,456 万 6千円

一般会計
歳入額 歳出額

449 億 4,055 万3千円 442億 4,288 万 3千円 決算
平成29年度彦根市の決算額はどれくらいなの？

「決算」…予算を１年間どのように使った
　　　　のかを整理したもの

彦根市の財政

パーク・アンド・バスライド社会実験特別展（平成 29 年 10 月 21 日〜 11 月 28 日）

文化・文化財 の分野 都市基盤・環境 の分野
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○本庁舎耐震化整備事業
16 億 8,618 万 2 千円

　市役所本庁舎について、耐震補強工事
を行うとともに、不足する駐車場を補う
ため、立体駐車場の建設を行いました。
　耐震化工事期間中は、彦根駅西口仮庁
舎に移転し、業務を行っています。

○ふるさと彦根応援寄附事業
3,386 万 2 千円

　ふるさと彦根応援寄附のお礼として、
市外の人へお贈りしている返礼品を充実
するとともに、特典として年間パスポー
トをお贈りしました。
　さらに本市へ寄附いただけるように、
さまざまな PR を行いました。

○国宝・彦根城築城 410 年祭事業
1 億 7,150 万円

　「国宝・彦根城築城 410 年祭」の開催を記念して、
航空自衛隊ブルーインパルスによる展示飛行を滋賀県
で初めて招致しました。

○市民体育センター整備事業
1 億 3,284 万 7 千円

　新市民体育センターの整備にあたり、埋蔵文化財の発
掘調査や設計業務を行いました。

○ひこにゃん商標管理事業　2,659 万 5 千円
　「国宝・彦根城築城 410 年祭」を機に、街歩きを
楽しみながら、彦根の歴史を学ぶことができるスマー
トフォン・タブレット端末用無料アプリ「彦根ほんも
の歴史なぞとき」を制作しました。

人権・福祉・安全 の分野

○福祉医療費助成事業
6 億 8,057 万 7 千円

　市独自の取り組みとして、ひとり親
家庭と重度心身障害者（児）にかかる自
己負担金を平成 29 年 8 月診療分から
撤廃しました。

○子ども療育センター増築工事
1 億 953 万円

　療育と相談が 1 か所ででき、乳児期
から成人期までの継続した発達支援を
行うことができる「彦根市発達支援セ
ンター（旧子ども療育センター）」として
平成 30 年 4 月開所にあたり増築工事
を行いました。

生涯学習・産業 の分野

○平田こども園管理運営事業　8,616 万 6 千円
　幼保連携型認定こども園として新しく「平田こども園」
を開設しました。

○子ども・若者支援事業　　　1,606 万 2 千円
　子どもの貧困や社会生活を円滑に営む上で困難を有す
る子ども・若者（ニート・ひきこもりなど）を支援するた
め、総合相談窓口の設置や居場所の整備を行うとともに、
関係機関との連携を図りました。「子ども・若者総合相
談センター」に子どもの貧困対策に関わるコーディネー
ターを配置し、機能充実を図りました。

○日中友好都市卓球大会選手団派遣事業　65 万 3 千円
　中国・湘

しょう

潭
たん

市との友好親善の一環として、北京で 5 年
に 1 回開催される日中友好交流都市中学生卓球交歓大会
に選手団を派遣しました。

増築整備した発達支援センター
（旧子ども療育センター）

ふるさと納税

ブルーインパルス展示飛行

平田こども園

その他 次世代育成・市民交流 の分野
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残高は約 81 億円
自治体の貯金にあたる基金積立金の普通会計現

在高は、81 億 84 万 9 千円となり、前年度から
8 億 6,200 万 4 千円減少しました（右のグラフの
とおり）。

主な要因は、財政調整基金で、5 億 2,920 万
6 千円の減少、庁舎整備基金で、2 億 9,987 万
3 千円の減少となったからです。

また、市民一人当たりの基金積立金は、前年度
より 8 千円減の 7 万 2 千円となりました。

約 5.4 億円の黒字
自治体の決算収支をあらわす一般会計の実質収支

は、昭和 33 年度以降、毎年度黒字となっています。
平成 29 年度決算は、5 億 3,795 万 9 千円の黒

字となりました（右のグラフのとおり）。
法人市民税、個人市民税、固定資産税の市税や使

用料及び手数料、市債などの歳入が増加したものの、
歳出では、議会費、総務費、衛生費、教育費、公債費、
災害復旧費が前年度に比べ増加したことから、基金
を取り崩して収支のバランスをとりました。 0
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財務状況決算から分かる

収支の状況

貯金の状況

なぜ貯金をするの？

災害の発生 税収の減少

これらの事態に
備えて・・・

基金積立金がある！

自治体の主要な財源である市税などの収入は、経済状況により
変化することがあり、一定ではありません。安定した市民サービ
スを継続して提供していくためには、災害や急激な経済状況の悪
化など、不測の事態にも備えておく必要があるからです。

地震

台風
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区 分

※１　彦根市の公営企業などにおける資金不足比率を示しています

健全化判断比率（％）

12.16

算定数値

早期健全化基準

財政再生基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

20.00 30.00

17.16

8.2

25.0

35.0

46.6

350.0

区 分

資金不足比率（％）

下水道事業特別会計

算定数値

20.0

農業集落排水事業特別会計

病院事業会計

水道事業会計

経営健全化
基 準

20.0

20.0

20.0

※２　彦根市の算定数値は、いずれも基準以下になっています

※２
※２
※２
※２

※１

残高は約 394 億円
自治体の借金にあたる市債の普通会計現在高は、

394 億 4,123 万 4 千円となり、前年度から 18 億
6,555 万円の増となりました。

主な要因は、小学校空調設備設置工事や本庁舎耐震
化整備に伴う新たな市債を発行したためです。臨時財
政対策債の発行額は 16 億 722 万円となりました。

臨時財政対策債とは、もともと地方交付税の一部で
あったもので、国の財源不足から、国と地方が折半で
起債することとなっており、後年度に支払う元金と利
子については、全額交付税で支払われることから「交
付税の後払い」ともいわれる制度です。

臨時財政対策債を除いた市債残高は、前年度より
13 億 4,248 万 2 千円増の 198 億 9,173 万 2 千

円となりました。
市民一人あたりの市債残高は、前年度より 1 万 6

千円増の 35 万円となりました。

借金の状況

財政指標

市
債
を

使
わ
な
い
と
…

財政の早期健全化や再生の必要性を判断するための
指標のことを「健全化判断比率」といいます。次のと
おり、４つの比率があります。

◯実質公債費比率
　年間収入に対し、借金の返済額が占める割合を示
すもの。8.2％は健全な状況です（法令上、25％以上
はイエローカード（※3）、35％以上はレッドカード（※4））。

◯将来負担比率
　今後返済が必要な借金などの総額が、収入の何倍
に相当するかを示すもの。46.6％は健全な状況で
す（法令上、350％以上はイエローカード（※ 3））。

◯実質赤字比率、連結実質赤字比率
　一般会計や特別会計などが赤字かどうかを示すも
の。ともに発生していません。

現在の市民 将来の市民

市民負担 市民負担なし

現在の市民 将来の市民

市民負担 市民負担 市民負担 市民負担

市
債
を

使
う
と
…

なぜ借金をするの？

※ 3　自主的な改善努力による財政健全化が必要な状態
※ 4　国などの関与による確実な再生が必要な状態

災害復旧や、公共施設の整備が重なった場合など、
一時期に多額の経費が必要になります。その年度の
収入だけで賄

まかな

おうとすると、他の市民サービスの提
供に支障をきたしてしまいます。
次の世代まで長く利用される公共施設は、現在の
市民の皆さんだけではなく、将来の市民の皆さんも
利用するものであるため、世代間の負担を公平にす
るためにも、市の借金である市債を活用します（右
図のとおり）。
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！

年
末
の
ご
み
な
ど
の

直
接
搬
入

▼
12
月
24
日(

月
・
振)

は
、通
常
通

り
収
集
を
行
い
ま
す
（

 

清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
の
持
込
は
で
き
ま
せ
ん
）。

▼
年
末
の
ご
み
な
ど
の
同
セ
ン

タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
の
日
程
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
粗
大
ご
み
の
搬
入
は
、
午
前
中

の
み
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
時
間
外
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
住
所
確
認
の
た
め
に
、
受
付
で

運
転
免
許
証
な
ど
の
提
示
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
12
月
29
日
㈯
、同
30
日
㈰
は
、燃

や
す
ご
み
の
収
集
も
行
い
ま
す
。

収
集
地
域
は
「
ご
み
等
の
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
12
月
31
日
㈪
か
ら
平
成
31
年
１

月
３
日
㈭
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
は

休
み
で
す
（
受
付
は
１
月
４
日
㈮

か
ら
）。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新

の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す

　

図
書
館
で
図
書
の
貸
出
・
検
索

な
ど
に
使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

を
更
新
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

休
館
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間　

12
月
23
日
（
日
・
祝
）

～
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮

※
休
館
期
間
中
に
本
を
返
却
さ
れ

る
と
き
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を

9：00～12：00 

粗大ごみ（小型家電含む）

蛍光管など

 

燃やすごみ

容器包装プラスチック

缶・金属類、びん

新聞・雑誌・段ボール

13：00～16：00

12月29日㈯、同30日㈰

近畿地方の歴まち認定都市を巡り、カードを集めよう

歴史まちづくりカードを配布しています

配布場所・時間　 開国記念館（金亀町 3-2）　8：30 〜 17 ：00（入
館は 16 ： 30 まで、12 月 25 日㈫〜同 31 日㈪は休館日）

※ 1 人 1 枚（無料）、彦根市の歴まちカードのみ配布します（他の都市
の歴まちカードの情報など、詳しくは右の QR コードからご確認ください）。

問い合わせ先　
　 都市計画課 景観・まちなみ保全室☎ 30-6124、FAX24-8517

彦根市の

▲彦根市の歴まちカード

　地域の歴史的文化的資産を活かしたまちづくりに取り組む近畿地方 11 市町が連
携し、歴まち認定都市の魅力を広く周知するため、国土交通省近畿地方整備局と協
力して「歴史まちづくりカード（歴まちカード）」を作成しました。各都市の配布場所
で、それぞれの都市のカードを配布しています。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
休
館
期
間
中
、
電
話
に
よ
る
図

書
の
予
約
や
お
問
い
合
わ
せ
な

ど
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

貸
出
冊
数
の
変
更　

12
月
９
日
㈰

～
同
22
日
㈯
は
、
貸
出
冊
数
を

１
人
15
冊
に
増
や
し
ま
す
。

動
く
図
書
館
た
ち
ば
な
号
の

運
行
予
定

12
月
25
日
㈫
は
予
定
ど
お
り
運

行
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
図
書
検
索
、

予
約
な
ど
の
停
止
期
間

12
月
24
日（
月·

振
）　

午
前
９
時

～
同
28
日
㈮　

午
前
９
時

※
行
事
予
定
や
お
知
ら
せ
な
ど
は

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
図
書
館
☎

22-

０
６
４
９
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
３
０
０
番

　　除雪のお願い
　消火栓や防火水槽が雪に埋もれた状
態で火災が発生すると、消火する水の確
保に時間がかかり、被害を最小限に食い
止めることが難しくなります。

消防署では、消火栓などが雪で隠れな
いように除雪作業を行っていますが、市
内に多数設置している全てを除雪する
ことはできません。
　お住まいの地域で除雪を行うときは、
消火栓などが埋もれないようにご注意
いただき、雪に埋もれた消火栓などがあ
りましたら除雪にご協力いただきます
ようよろしくお願いします。
問い合わせ先　 消防本部警防課
　☎ 22-0337、FAX22-9427

今年も
雪の季節が近づいてきました

【歴まち認定都市】とは…「地域における歴史的風致の維持及び
向上に関する法律」に基づき、国の主務大臣の認定を受けた歴
史的風致維持向上計画を策定している市町（①彦根市 ②長浜
市 ③京都市 ④宇治市 ⑤向日市 ⑥堺市 ⑦奈良市 ⑧斑

いかるが

鳩町 ⑨
和歌山市 ⑩湯浅町 ⑩広川町）。1

①
②

③
④

⑤

⑥ ⑦⑧

⑨
⑩

⑩1
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料金受取人払郵便

差出有効期限
2019年
6月30日まで

彦根局承認

1556

5 2 2 8 7 9 0

彦根市元町4番2号

彦根市役所

企画振興部

係 行

まちづくり推進室

「市政への意見・提言」

次のとおり封筒を作ってください
①キリトリ線（破線）に沿って切り、中央をや
まおりにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてく
ださい。
③切手は貼らずにそのままポストへ投か
んしてください。

個人情報の取り扱いについて

　個人情報については適正に管理し、連絡
や回答の場合を除き、他の目的に利用する
ことはありません。

や ま おり

の り し ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

所属
都市建設部
総務部
市民環境部
教育委員会
福祉保健部
子ども未来部
産業部
企画振興部

所属
市長直轄組織
市立病院
議会事務局
農業委員会
上下水道部　
消防本部
担当課なし　
合計

件数  
35
31
23
18
17
11
11

8

件数
6
6
2
2
1
1
1

173

お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
政
へ
の
意
見
・
提
言

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市

政
へ
の
参
加
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
考

え
を
お
聴
き
す
る
「
市
政
へ
の
意

見
・
提
言
」
の
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

市
の
進
め
て
い
る
施
策
や
事
業

な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
建
設
的
な
意
見
・
提
言
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
可
能
な

限
り
、
担
当
部
署
か
ら
文
書
・

電
話
な
ど
で
回
答
し
ま
す
。

▼
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
ま
で
に
、

１
か
月
程
度
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
匿
名
の
場
合
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
方
法

郵
送
の
場
合

市
政
に
対
し
て
の
意
見
を
、左
の

封
筒
の
裏
面
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

記
入
後
、
封
筒
を
切
り
取
っ
て
、

隅
の
「
の
り
し
ろ
」
で
貼
り
合
わ

せ
て
ポ
ス
ト
へ
投
か
ん
し
て
く
だ

さ
い
。
切
手
は
貼
ら
ず
に
そ
の
ま

ま
出
し
て
く
だ
さ
い
（
封
筒
は
広
報

ひ
こ
ね
に
年
２
回
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
す
る
場
合

「
市
政
へ
の
意
見
・
提
言
」
の
専

用
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
意
見
な
ど
を

書
い
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

４
〜
９
月
分
の
集
計
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
「
市
政
へ
の
意
見･

提
言
」
に
、

１
０
９
通
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
（
４
～
９
月
受
付
分
）。

内
容
別
件
数
で
は
、
下
表
の
と

お
り
都
市
建
設
部
関
連
の
意
見
が

最
も
多
く
、
そ
の
内
容
は
道
路
の

整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
で
し

た
。お

寄
せ
い
た
だ
い
た
「
意
見･

提
言
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
根
ざ
し
た
意
見
・
提
言
と

し
て
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
に

し
ま
す
。
貴
重
な
意
見
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

m
achizukuri@

m
a.city.hikone.

shiga.jp
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20歳未満
40歳代

20歳代
50歳代 60歳以上

30歳代

住所

氏名

電話番号 性別

年齢

男 女

について　　　　　　　　       　　　　　　　　

フリガナ

た に おり

証
明
書
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

▼
サ
ー
ク
ル
Ｋ
・
サ
ン
ク
ス
店
舗

で
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
が
終
了
し
ま
す
（
11
月
30
日
㈮

ま
で
利
用
可
）

※
12
月
１
日
㈯
以
降
は
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
平
和
堂
を
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

一
時
停
止

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
、
12
月
１
日
㈯
午
前
９

時
～
午
後
２
時
の
間
、
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

一
時
停
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

税
金
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

▼
ス
ト
ッ
プ
滞
納
！
強
化
月
間

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
は
、
福

祉
、
教
育
な
ど
の
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財

源
で
す
。

県
と
市
で
は
、
12
月
を
「
ス

ト
ッ
プ
滞
納
！
強
化
月
間
」
と
し

て
、
税
の
公
平
な
負
担
の
観
点
か

ら
、
一
斉
に
滞
納
整
理
を
強
化
し

ま
す
。
滞
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

給
与
な
ど
の
差
押
え
や
自
宅
の

捜
索
な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
市
県
民
税
（
普

通
徴
収
）
と
固
定
資
産
税
は
、
納

税
通
知
書
と
一
緒
に
１
年
分
の
納

付
書
を
一
括
で
送
付
し
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

▼
納
付
が
困
難
な
と
き

　

病
気
や
失
業
、
災
害
、
事
業
の

廃
止
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
る
と
き
や
、
多
重
債
務
な
ど

で
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
放
置

せ
ず
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
【
県
税
】

湖
東
納
税
課
☎
27-

２
２
０
６
番

　
【
市
税
】
納
税
課
☎
30-

６
１

０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９

８
番

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　1 枠　3 万円（1 号あたり）
大きさ　　縦　45.5mm　横　86mm
申込締切　原則、発行日の 1 か月前
※ホームページのバナー広告も募集中です。詳し

くはお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　 秘書広報課☎ 30-6103、

FAX22-1398
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障
害
者
雇
用
推
進
事
業
所
を

表
彰
し
ま
し
た

彦
根
市
・
彦
根
商
工
会
議
所
・
稲
枝
商

工
会
で
は
、
社
会
に
お
け
る
障
害
者
雇
用

の
重
要
性
を
広
め
、
障
害
者
雇
用
の
促
進

と
就
労
の
安
定
を
図
る
た
め
、
障
害
者
雇

用
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
事
業
所
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。

今
回
で
11
回
目
と
な
り
、審
査
の
結
果
、

次
の
２
事
業
所
を
決
定
し
、
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

♦
㈱
森
田
電
器
工
業
所

♦
社
会
福
祉
法
人
彦
根
社
会
福
祉
協
議
会

両
事
業
所
と
も
、
障
害
者
雇
用
に
理
解

と
熱
意
が
あ
り
、
積
極
的
に
障
害
者
雇
用

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
き
め
細
か
な
環
境

整
備
な
ど
を
行
い
、
職
場
定
着
は
も
と
よ

り
、
業
務
意
欲
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振
興
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６

７
６
番

緑のカーテンコンテスト入賞結果
入選
　家庭部門　市橋　英昭さん
　店舗・事業所部門　TOTO 彦根ショールーム
　公共施設部門　 河瀬地区公民館

審査員特別賞
　店舗・事業所部門　夏原工業㈱
　公共施設部門　多賀町立多賀中学校

おいしそうで賞
　家庭部門　4 －フレンズさん
　公共施設部門　愛荘町立秦荘幼稚園

フレッシュマン賞
　家庭部門　川﨑　美希代さん
　家庭部門　鈴木　満千子さん

問い合わせ先
　 生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

緑のカーテン事業は、身近に取り組めるエネルギー
対策として、ゴーヤやアサガオなどのつる性植物を使い、
冷房効果や日よけ効果を高めるために取り組んでいるも
のです。事業の一環として、出来栄えやユニークなレシ
ピについて、１市４町（彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町）

に設置された緑のカーテンを対象に募集を行い、コンテ
ストを実施しました。今年度の入賞者は次のとおりです。

特選
　家庭部門　4 －フレンズさん
　店舗・事業所部門　日立化成㈱彦根事業所
　公共施設部門　愛荘町立秦荘幼稚園　

▲【特選】家庭部門
　４ｰフレンズさん

▲【特選】公共施設部門
愛荘町立秦荘幼稚園

▲【特選】店舗・事業所部門
　　日立化成㈱彦根事業所

飼い主のマナー向上、犬のふん害による景観の悪化や、それによる住民同士のトラブル防止を目
的とした啓発標語を募集したところ、次の作品が選ばれました。

犬の飼い方・マナーアップ標語コンテスト結果

最優秀作品

　愛犬と　いつもキレイな　散歩道　　　岡野　里
り

奈
な

さん（八坂町）

優秀作品

　愛犬と　一緒に守ろう　散歩マナー　　岡部　瑛
え り

梨さん（西今町）

　飼主の　マナー問われる　散歩道　　　薮田　勝
かつ

子
こ

さん（開出今町）

問い合わせ先  生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

受賞作品は、ビ
バシティ彦根（竹
ケ鼻町）で開催さ
れる「湖東の環境
活動展」で 12 月
4 日㈫〜同 10 日
㈪に展示します。

▲表彰状を受け取った㈱森田電器工業所の
森田代表取締役社長（左）と社会福祉法
人彦根社会福祉協議会の圓城会長



102018・12・1

  12
月
１
日
㈯
～
同   31
日
㈪

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

▼
高
齢
者
や
子
ど
も
を
見
か
け
た

ら
、
思
い
や
り
を
持
っ
た
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
夕
暮
れ
時
や
夜
間
、
歩
行
者
と

自
転
車
の
人
は
、
反
射
材
や
明

る
い
色
の
服
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

▼
近
距
離
の
移
動
で
も
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
る
時
期

で
す
。
少
し
で
も
お
酒
を
口
に

し
た
ら
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
が
優
先

で
す
。
信
号
機
の
な
い
横
断
歩

道
で
も
、
歩
行
者
を
見
か
け
た

ら
、ド
ラ
イ
バ
ー
は
停
止
し
、歩

行
者
に
道
を
譲
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

　あらゆる差別や偏見をなくし、みんなが明るく暮ら
せる社会をつくりましょう。
　そのためには、私たち一人ひとりが、人権について
正しく理解し、周りの人の人権を尊重する意識を持つ
ことがとても大切です。

　「人権週間」を機会に、家庭で、職場で、学校で、地
域で、家族と、友達と、みんなと、身近なことから人
権について考えてみてください。
問い合わせ先　
　 人権政策課☎ 30-6115、FAX24-8577

人権に関わる相談は人権擁護委員・各相談窓口へ

人権に関する問題で、相談する相手がなくて困った
という経験はありませんか。そんなときには、人権擁
護委員や法務局が相談に応じます。

いじめや体罰、児童虐待などの子どもの人権や、配
偶者・パートナーからの暴力などの女性の人権をはじ
め、あらゆる差別問題や家庭内、職場内、隣近所での
問題などについて相談を受け付けています。

▶︎全国共通人権相談ダイヤル☎ 0570-003-110
▶︎子どもの人権 110 番☎ 0120-007-110
▶︎女性の人権ホットライン☎ 0570-070-810
▶︎外国語人権相談ダイヤル☎ 0570-090-911
▶︎大津地方法務局彦根支局☎ 22-0242
※いずれも月〜金曜日（祝日、年末年始を除く）の 8：30

〜 17：15
※秘密は固く守ります。安心して相談してください。

第 70 回人権週間 <12 月 4 日㈫～同 10 日㈪ > 

 みんなで築こう 人権の世紀
～考えよう　相手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心～

リ
サ
イ
ク
ル
活
動

推
進
事
業
奨
励
金
制
度

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み

問
題
に
対
す
る
市
民
の
意
識
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
減

量
を
推
進
す
る
た
め
、
資
源
の
回

収
活
動
を
行
う
団
体
に
奨
励
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
▼
段
ボ
ー
ル

▼
新
聞
▼
雑
誌
▼
紙
パ
ッ
ク
▼
繊

維
類
で
、
市
に
登
録
の
あ
る
資
源

回
収
協
力
業
者
が
回
収
し
た
も
の

に
限
り
ま
す
。

　

奨
励
金
の
申
請
は
、
資
源
回
収

を
実
施
し
た
年
度
内
（
３
月
末
ま

で
）
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
年
度
を

ま
た
い
で
の
申
請
は
で
き
な
い
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
）。
詳
し
く
は
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

販
売
中
で
す

２
０
１
９
年
版
県
民
手
帳

価
格　

１
冊
６
０
０
円
（
税
込
）

販
売
窓
口　

湖
東
合
同
庁
舎

（
元
町
）
１
階
売
店
、

企
画
課

（
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎
４
階
）、
支

所
・
各
出
張
所
（
予
約
不
要
）

※
宮
脇
書
店
彦
根
店
（
尾
末
町
）、

太
田
書
店
（
銀
座
町
）、
ホ
ー
ム

プ
ラ
ザ
ナ
フ
コ
彦
根
店
（
高
宮

町
）、
北
川
書
店
（
高
宮
町
）、

天て
ん
し
ん
ど
う

晨
堂
ビ
バ
シ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
（
竹
ケ
鼻
町
）、
県
立
大

学
生
活
協
同
組
合
（
ハ
坂
町
）、

滋
賀
大
学
彦
根
地
区
生
活
協
同

組
合
（
馬
場
一
丁
目
）、
Ｈ
Ｙ
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
（
ハ
イ
パ
ー

ブ
ッ
ク
ス
）
彦
根
店
（
戸
賀
町
）、

ア
ヤ
ハ
デ
ィ
オ
南
彦
根
店
（
戸

賀
町
）、
平
和
書
店
（
大
東
町
、

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
１
階
）、
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
県
内
各
店
（
一
部

取
り
扱
い
の
な
い
店
も
あ
り
ま
す
）

で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

※

企
画
課
、
支
所
・
各
出
張
所

は
、
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭
ま

で
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
県
統
計
協

会
☎
０
７
７-

５
２
８-
３
３
９
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８

-

４
８
３
５
番
、

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

▲滋賀県民手帳
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㈮　

午
後
５
時
（
必
着
）

会
議
開
催
日
時　

平
成
31
年
１

月
12
日
㈯　
午
前
10
時

会
議
開
催
場
所　

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根

市
都
市
公
園
指
定
管
理
者 

髙

木·

技
研
特
別
共
同
体
☎

21-

３
９
２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
２
２
７
番

ご
確
認
く
だ
さ
い

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
有
効
期
限

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
は
、ア
パ
ー

ト
な
ど
で
一
括
し
て
電
力
会
社

に
支
払
っ
た
電
気
料
金
を
、
使
用

量
に
応
じ
て
配
分
す
る
計
器
の

こ
と
で
す
。

子
メ
ー
タ
ー
に
は
有
効
期
限

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
期
限
が
過

ぎ
れ
ば
取
り
替
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
（
有
効
期
限
は
、電
気
計
器
前

面
の
丸
形
ラ
ベ
ル
で
確
認
で
き
ま
す
）。

検
定
や
基
準
適
合
検
査
を
受

け
た
有
効
期
限
内
の
子
メ
ー

タ
ー
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
取
り
替

え
は
、
電
気
工
事
店
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

関
西
地
区
証

明
用
電
気
計
器
対
策
委
員
会

事
務
局
☎
06-

６
４
５
１-

２

３
５
５
番

２
０
１
９
年
度

金
亀
公
園
・
荒
神
山
公
園

年
間
利
用
調
整
会
議

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
公
園
施

設
を
効
率
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
各
施
設
の
利
用
に
関
す

る
年
間
利
用
調
整
会
議
を
開
催
し

ま
す
。

　

２
０
１
９
年
４
月
～
２
０
２
０

年
３
月
に
、
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
優
先
的
に
施
設
の
利
用
を
希

望
す
る
団
体
は
、
申
込
用
紙
を
提

出
し
、
会
議
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
（
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
る
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

対
象　

▼
金
亀
公
園
（
野
球
場
、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
多
目
的
競
技
場
）

▼
荒
神
山
公
園
（
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
多
目
的
広
場
）

優
先
利
用
申
込
条
件
（
次
の
①
〜
④

を
全
て
満
た
す
こ
と
）　

①
各
施
設
の
利
用
目
的
に
応
じ
た

も
の
で
あ
る
こ
と

②
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人

以
上
で
あ
る
こ
と

③
商
行
為
に
該
当
し
な
い
も
の

④
大
会
準
備
に
相
当
の
時
間
を
要

し
、
通
常
の
申
込
で
は
実
施
が

難
し
い
も
の

申
込
方
法　

公
園
管
理
事
務
所
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

平
成
31
年
１
月
４
日

　9 月、ビバシティ彦根センタープラザで、ミニ白バイ
に乗っての記念撮影や子ども免許証の作成などのブース
を設置し、交通安全について啓発を行いました。

問い合わせ先　彦根・犬上地区交通安全対策連絡協議会
（ 交通対策課内）☎ 30-6134、FAX24-5211

彦根・犬上地区交通安全対策連絡協議会からのお知らせ

交通安全フェア＆交通安全ポスター · 作文コンクールを開催しました

彦根・犬上地区交通安全対策連絡協議会（彦根署管内
の行政、警察、関係協会で構成される団体）では、次のとお
り交通安全の啓発を行っています。ほかにも高齢者自
転車大会の開催や新入学児童を対象とした交通安全教
室などを行っています。

交通安全フェア

ポスター部門
▶︎小学 1 〜 3 年生の部　上田心

しん

汰
た

さん（旭森小 2 年）、
藤本歩

あゆ

里
り

さん（佐和山小 2 年）

▶︎小学4〜6年生の部　宮本航
こう

志
し

さん (佐和山小6年)

▶︎中学生の部　宮川あかりさん ( 中央中 2 年 )

作文部門
▶︎小学 1 〜 3 年生の部　永本隼

しゅん

平
ぺい

さん（旭森小 1 年）、
宮本大

はる

輝
き

さん（城東小 2 年）

▶︎小学 4 〜 6 年生の部　白谷勇
ゆう

二
じ

さん ( 旭森小 6 年 )、
北川詩

し

歩
ほ

さん ( 旭森小 6 年 )

▶︎中学生の部　北郷真
ま

帆
ほ

さん ( 中央中 2 年 )、西澤凛
りん

香
か

さん ( 中央中 2 年 )

交通安全ポスター・作文コンクール
※市内の会長賞、特選のみ掲載

◀︎
ポ
ス
タ
ー
部
門
小
学
１
〜
３
年
生
の
部
・

上
田
心
汰
さ
ん
の
作
品

楽しみながら交通安全を学びました！
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ともに生きる　あたたかいまち　彦根を目指して
＜ 12 月 3 日㈪～同 9 日㈰＞は障害者週間です

見たことありますか？このマーク

もし見かけたら、ご理解とご協力をお願いします
①ヘルプマーク
　義足や人工関節を使用している人、内部障害や難病の人な
どが周囲の人に配慮を必要としていることを知らせるマーク

②ヘルプカード
　障害のある人などが、災害時や体調不良などの緊急時
に必要な支援や配慮を受けられるように、連絡先や支援
内容などを書いて携帯するカード

③耳マーク
聴覚障害のある人が、周囲の人に配慮を必要として

いることを知らせるマーク

④要約筆記のシンボルマーク
　聴覚障害のある人とのコミュニケーションで、要約筆記
という文字による通訳での配慮を求めていくためのシンボ
ルマーク

⑤障害のある人のための国際シンボルマーク　
障害のある人が利用できる建物、施設などであるこ

とを明確に表すための世界共通の国際シンボルマーク

⑥視覚障害のある人のための国際シンボルマーク
視覚障害のある人の安全やバリアフリーに考慮した建

物、設備、機器などに付けられている国際シンボルマーク

⑦思いやり区画マーク「滋賀県車いす使用者等用駐車場利用証制度」
障害のある人、高齢の人など移動に配慮の必要な人

が優先的に駐車できる区画を示すマーク

⑧オストメイトマーク
人工肛門・人工ぼうこうを造設している人（オストメイ

ト）の利用に配慮した設備があることを表示するマーク

⑨ハート・プラスマーク
身体内部（心臓、呼吸機能、じん臓、ぼうこう・直腸、小腸、

肝臓、免疫機能）に障害のある人を表すマーク

⑩ほじょ犬マーク
施設などに掲示して、身体障害者補助犬への理解と協

力をお願いするマーク

⑪身体障害者標識
肢体不自由であることを理由に自動車の運転免許に

条件の付いている人が運転する車に表示するマーク

※各マークの出典元は彦根市ホームページに掲載しています

① ② ③ ④

⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩

⑪

市では、誰もが支え合い、共生できるまちを目
指しています。障害の有無によって分け隔

へだ

てられ
ることなく、お互いの人格と個性を尊重できる社
会を一緒につくっていきましょう。

問い合わせ先　 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767

福
祉
有
償
運
送
の

登
録
申
請

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
範
囲
で
、
外
出
時

に
支
援
が
必
要
な
要
介
護
認
定
者

や
身
体
障
害
者
な
ど
に
、
車
を

使
っ
て
有
償
で
移
送
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス（
福
祉
有
償
運
送
）

を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
道
路
運

送
法
に
基
づ
き
、
運
輸
支
局
へ
の

登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
に
は
、
彦
根
市
福
祉
有
償

運
送
運
営
協
議
会
の
合
意
が
必
要

で
す
。
福
祉
有
償
運
送
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
お
う
と
す
る
団
体
は
、
期

限
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
21
日
㈮　

午
後

５
時
15
分

※
今
回
の
申
請
分
は
、
平
成
31
年

１
月
下
旬
ま
た
は
同
年
２
月
上

旬
に
開
催
予
定
の
彦
根
市
福
祉

有
償
運
送
運
営
協
議
会
で
審
査

さ
れ
ま
す
。

※
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市

福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
事

務
局
（

障
害
福
祉
課
内
）
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１

７
６
７
番
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子どもセンター からのお知らせ
クリスマスコンサート
内容　いなえ少年少女合唱団と彦根児童合唱団による

歌声をお楽しみください。
日時　12 月 8 日㈯　いなえ少年少女合唱団　
　　　　　同 9 日㈰　彦根児童合唱団
　　　いずれも 13：30 〜、15：00 〜（2 回公演）

星空教室　
クリスマスの星を見よう
内容　クリスマスツリーの一番上に輝く星の

正体について学びます。冬の夜空を大きな
望遠鏡で探訪してみませんか。

日時　12 月 21 日㈮　19：30 〜 21：00
対象　天体に興味がある人（小学生以下は保護者同伴）

定員　30 人（先着順）　　費用　300 円（幼児は無料）

申込期間　12 月 8 日㈯〜同 19 日㈬
※雨天などの場合は中止。16：00 以降に開催の有無

を確認してください。

子ども教室　
もっと知りたい空気の世界！
内容　身の回りにいつもある空気。意外と知らない、空

気が持っているフシギな世界を学ぼう！
日時　12 月 22 日㈯　13：30 〜 15：00
対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）

定員　15 人（先着順）　　費用　100 円
申込期間　12 月 8 日㈯〜同 19 日㈬

申込・問い合わせ先　 子どもセンター（日夏町4769）☎ 28-3645、FAX28-3646
※電話か直接窓口でお申し込みください。

エアーベッドって

　フワフワしてる〜！

何人乗れるかな？

第
 11
回
直
弼
杯
囲
碁
大
会

〈
日
時
〉
平
成
31
年
１
月
12
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
～
（
受
付 

午
前
９
時
～
）　
〈
場
所
〉
彦
根
商

工
会
議
所
（
中
央
町
）
４
階
大
ホ
ー
ル　
〈
対
象
〉

ア
マ
チ
ュ
ア
の
人　
〈
定
員
〉
１
２
０
人
（
先
着

順
）　
〈
対
局
方
法
〉
申
込
状
況
に
よ
り
、
段
・
級

位
を
考
慮
し
て
、
８
ク
ラ
ス
程
度
に
分
か
れ
て

対
局　
〈
競
技
形
式
〉 

各
ク
ラ
ス
ご
と
に
準
ス

イ
ス
方
式
で
行
い
ま
す
（
詳
し
く
は
当
日
説
明
）。　

〈
費
用
〉
高
校
生
以
上
千
円
、
中
学
生
以
下
５

０
０
円　
〈
申
込
期
間
〉
12
月
１
日
㈯
～
同
22

日
㈯
（
必
着
） 　
〈
そ
の
他
〉
懸
賞
詰つ

め

碁ご

を
行
う

ほ
か
、
不
戦
勝
の
人
と
希
望
者
を
対
象
に
プ
ロ

棋
士
に
よ
る
指
導
碁
を
開
催
し
ま
す
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化
振

興
室
（
〒
５
２
２-

０
０
５
５　

野
瀬
町
１
８
７-

４
）

☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０

番　

※
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏

名
④
フ
リ
ガ
ナ
⑤
年
齢
（
中
学
生
以
下
の
場
合
は

学
校
名
・
学
年
も
）
⑥
電
話
番
号
⑦
段
・
級
位
⑧

昼
食
（
税
込
６
０
０
円
、サ
ン
ド
イ
ッ
チ
ま
た
は
お
寿

司
）
の
希
望
有
無
を
書
い
て
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き
申
込
者
は
１
人
で
す
。

▲前回の大会の様子
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ふれあいの館 からのお知らせ
親子でふれあい遊び
パネルシアターを楽しもう
内容　親子でスキンシップ、手遊び、パネルシアターな

どふれあい遊びを楽しもう！
日時　12 月 8 日㈯　10：30 〜 11：30
対象　乳幼児とその保護者　　定員　30 人（先着順）

申込期間　12 月 1 日㈯〜同 7 日㈮

クリスマスリースをつくろう
内容　木の枝や木の実を使ってクリスマスリースを作

ろう！
日時　12 月 15 日㈯　13：30 〜 15：00
対象　小学生　　定員　10 人（先着順）　　

費用　10 円　　持ち物　飲み物
申込期間　12 月 1 日㈯〜同 12 日㈬

ハンドベルを演奏しよう
内容　ハンドベルの鳴らし方を知ってクリスマスの曲

を演奏しよう！
日時　12 月 22 日㈯　13：30 〜 15：00
対象　小学生とその保護者
定員　30 人（先着順）

持ち物　筆記用具、飲み物
申込期間　12 月 1 日㈯〜同 18 日㈫

申込・問い合わせ先　 ふれあいの館（八坂町 2408）

☎ 25-4452、FAX47-5088
※電話か直接窓口でお申し込みください。

ひこね生涯学習人材バンク
　教育・文化・芸術・レクリエーションなどの豊富な
経験があり、指導できる人を募集しています。あなた
の知識・技能・経験を、地域の学習の場に生かしてみ
ませんか。

彦根市家庭教育協力企業協定制度
（ひこふぁみ）
　家庭の教育力の向上に向けた職場環境づくりに取り
組む企業・事業所と 教育委員会とが協定を結び、家
庭教育などを通して子どもたちの健やかな育ちを支援
する制度です。 この制度は、子どもたちの健全育成だ
けでなく、企業・事業所の社会貢献の推進や職場環境
の充実、さらには働き方改革にもつながるも のです。
　市では、未来を担う子どもたちを育てる大切な営み
を社会のみんなで支え合うため、協力いただける企業
· 事業所を募集しています。

地域学校協働活動ボランティア
　学習活動の補助や安全確保・環境整備など、「できる
人」が「できるとき」に「できること」をするボラン
ティアです。 芸術やスポーツ、外国語会話など専門知
識・技術を持っている人が、地域ボランティアとして
活動していただくこともできます。 「子どもや地域の
ために役に立ちたい」という思いを持った人を募集し
ています。

　詳しくは、彦根市ホームページをご覧いただくか、お
問い合わせください。
応募・問い合わせ先　 教育委員会生涯学習課
　☎ 24-7974、FAX23-9190

地域で活動・支援をしてみませんか？

“
冬
”
よ
っ
て
お
い
で
よ

 

げ
ん
き
っ
子

〈
内
容
〉ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
で
体
を
動
か
し
、
親
子
で
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。　
〈
日

時
〉
12
月
15
日
㈯　

午
前
９
時
30

分
～
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉
ふ

れ
あ
い
の
館
（
八
坂
町
）　
〈
対
象
〉

３
～
５
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
兄
弟

姉
妹
（
保
護
者
同
伴
）　
〈
定
員
〉
30

人
（
先
着
順
）　 

〈
費
用
〉
１
０
０

円　
〈
申
込
期
限
〉
12
月
11
日
㈫　

〈
持
ち
物
〉
親
子
の
上
靴
（
き
れ
い

に
洗
っ
た
靴
も
可
）、
飲
み
物
、
タ
オ

ル　

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
各
小
学
校
区
の
主
任
児

童
委
員　

※
連
絡
先
は

社
会
福

祉
課
（
☎
23-

９
５
９
０
番
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
家
族
の
講
座

親
子
ふ
れ
あ
い
音
楽
あ
そ
び

〈
内
容
〉
　

楽
し
い
歌
や
音
楽
に
乗

せ
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　
〈
日
時
〉

 

12

月
12
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午　

〈
場
所
〉

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
里
根
町
）
集
会
室　
〈
対
象
〉
１

～
３
歳
児
の
子
ど
も
と
保
護
者　

〈
定
員
〉
15
組
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

２
０
０
円
（
１
組
）　
〈
申
込
開
始

日
時
〉
12
月
３
日
㈪　

午
前
９
時　

〈
持
ち
物
〉
飲
み
物　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

３
５
８
２

番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直

接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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湖
東
広
域
連
携
婚
活
応
援
事
業

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
恋

〈
内
容
〉
　

彦
根
市
、
愛
荘
町
、
豊

郷
町
、
甲
良
町
お
よ
び
多
賀
町
の

１
市
４
町
を
舞
台
に
順
次
婚
活
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
６
回
は
、

「
男
女
で
蕎そ

麦ば

づ
く
り
体
験
と
食

事
」「
国
宝
・
西
明
寺
で
初
詣
」「
１

対
１
ト
ー
ク
」
な
ど
を
楽
し
み
ま

す
。

〈
日
時
〉

 

平
成
31
年
１
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
20
分
～
（
受
付
：
午
前

10
時
～
）　
〈
場
所
〉
一
休
庵(

甲
良

町)

※
駐
車
場
あ
り　
〈
対
象
〉
彦

根
市
、
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲
良

町
、
多
賀
町
に
在
住
・
在
勤
ま
た内容　生きることの楽しさ、面白さを、芸術を通

して体感するアートイベント「Life&Art2019」
の出展者を募集します。

日時　2019 年 5 月 4 日 ( 土 · 祝 )、同 5 日 ( 日 · 祝 )
　　　いずれも 10：00 〜 16：00
場所　荒神山公園（日夏町）野外ステージ周辺
対象　次のいずれかに該当する人
▶︎自分が制作したオリジナル作品の展示、販売が

できる人（他人の制作物の展示、販売はできません）

▶︎自分のパフォーマンスを作品として披露する、
または参加者に体験してもらうことができる人

定員　120 組（先着順）　　

出展料　7,000 円
申込方法　郵送か直接窓口にお持ちください。
申込期間　12月1日㈯〜平成31年1月31日㈭
※出展決定者には、出展許可証と当日のスケ

ジュールを送付します。
申込・問い合わせ先　彦根市都市公園指定管理者

髙木・技研特別共同体（〒 522-0052 長曽根南町
478）「Life&Art 2019」係

　☎ 21-3923、ホームページ http://www.life-and-
art.net/

Life & Art 2019
～出展者募集～

は
将
来
移
住
す
る
意
思
の
あ
る
20

～
45
歳
の
独
身
男
女(

学
生
は
除

く)　
〈
定
員
〉
男
性
10
人　

女
性

10
人　
〈
費
用
〉
男
性
２
、
５
０
０

円　

女
性
１
、８
０
０
円　
〈
持
ち

物
〉
身
分
証
明
証
（
免
許
証
・
保
険
証

な
ど
）　
〈
申
込
方
法
〉ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://kotokoi.net/

）
に
必
要
事

項
を
入
力
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
申
し

込
め
ま
す
）。　
〈
申
込
期
限
〉
平
成

31
年
１
月
７
日
㈪　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
Ｒ
ｕ
ｎ
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
㈱

（
１
市
４
町
受
託
業

者
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

５
８
４-

73-

５

１
２
３
番

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

　
　
　
　
　
紛
失
に
注
意
！

▶︎彦根市消費生活センター
☎ 30-6144（平日 9:00 〜 12:00、13:00 〜 16:15）

※相談受付時に、氏名、住所、電話番号、性別、年齢、
職業などの個人情報をお聞きします。差し支えの
ない範囲でご協力をお願いします。

▶︎消費者ホットライン　局番なしの「１
い や や

８８」
※メッセージの案内に従って、居住地の郵便番号を

入力してください。最寄りの相談窓口に電話がつ
ながります（10:00 〜 16:00）。

第116
回

消費生活センターつうしん
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
と
て
も
便
利
な

も
の
で
す
が
、
万
一
紛
失
し
た
と
き
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
紛
失
に
備

え
、
日
頃
か
ら
準
備
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て
な
い
よ
う

に
、
次
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
紛
失
に
備
え
て

□
不
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
設
定
・
登
録
は

し
な
い

□
漏
れ
た
ら
困
る
情
報
は
登
録
し
な
い

□
紛
失
し
た
と
き
の
連
絡
先
を
確
認

し
メ
モ
し
て
お
く
（
携
帯
電
話
会
社
だ

け
で
は
な
く
、
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

運
営
会
社
の
連
絡
先
も
必
要
で
す
）

□
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
本
体
の
ロ
ッ
ク

と
、
さ
ら
に
「
Ｐ
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ド
（
第

三
者
が
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
（
※
）
を
利
用
で

き
な
い
よ
う
に
ロ
ッ
ク
す
る
た
め
の
個
人

識
別
番
号
）」
の
設
定
を
し
て
お
く

※
契
約
者
情
報
な
ど
が
記
録
さ
れ
た

電
子
カ
ー
ド

□
ア
プ
リ
や
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ス
ワ
ー
ド

設
定
が
あ
る
場
合
は
、
設
定
す
る

□
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
パ
ス
ワ

ー
ド
類
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
本
体

に
登
録
し
な
い

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
送
ら
れ
て
く
る

架
空
請
求
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
、
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
成
人
の
つ
ど
い

〈
日
時
〉

 

１
月
13
日
㈰　

午
前
10

時
45
分
～
同
11
時
45
分
（
受
付
：
同

10
時
～
）　
〈
場
所
〉ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
（
野
瀬
町
）
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー

ル　
〈
対
象
〉
市
内
在
住
の
平
成

10
年
４
月
２
日
～
同
11
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人　
〈
問
い
合
わ
せ

先
〉
生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９
７

４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番　

※
①
12
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
12
月
14
日
㈮
を

過
ぎ
て
も
案
内
状
が
届
か
な
い
人

②
市
外
在
住
者
で
彦
根
市
の
新
成

人
の
つ
ど
い
に
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
②
は
12

月
14
日
㈮
ま
で
）。　
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彦根でもフラッグを展示します

▶︎
展
示
イ
メ
ー
ジ（
実
際

と
は
異
な
り
ま
す
）

日時　平成 31 年 1 月 7 日㈪〜同 10 日㈭
　8：30 〜 21：00（同 8 日㈫は 17：15 まで、

同 10 日㈭は 15：30 まで）

場所　 市民会館（尾末町）１階ロビー
主催　東京都 / 東京 2020 組織委員会 /JOC/JPC
問い合わせ先　 教育委員会保健体育課
　☎ 24-7975、FAX23-9190　

　東京 2020 オリンピック・パラリンピック競
技大会を盛り上げるため、オリンピックフラッ
グ・パラリンピックフラッグを目にすることで、
大会の価値を理解しスポーツをするきっかけと
なるよう、全国各地でフラッグが展示されてい
ます。

Photo by 東京都 / Tokyo 2020

日時　12 月 9 日㈰　９：00 〜 12：00
場所　彦根総合地方卸売市場（安食中町）

内容　マグロの解体ショー（9:30 〜、10:30 〜）、サンマ
のつかみ取り（10:00 〜、1 回 200 円）、鮮魚類・地場野
菜・果物の販売、海鮮丼の販売 (10:00 〜 12:00)、エコ
マーケット「夢畑」、フードバンクひこね 1 周年記念イ
ベント (10:00 〜 )、ひこね食育マルシェ (10:00 〜 ) など

問い合わせ先　彦根総合地方卸売市場㈱☎ 25-2518、
▶︎「夢畑」：夢畑実行委員会☎ 090-7966-1923 ▶︎
フードバンクひこね ：彦根市社会福祉協議会☎ 22-
2821 ▶︎ひこね食育
マルシェ： 健康推進
課☎ 24-0816

日 曜 市

先着300人に無料提供
①9:00〜琵琶湖産
　「スゴモロコの甘露煮」
②10:15〜旬の果実 みかん ▲マグロの解体ショーの様子

「湖北地区高校　生徒と先生のおすすめ本」展示
内容　湖北地区の高校が共同で作成した「おすすめ

本」リストに掲載されている本（40 タイトル）と
その関連本を展示します。

開催期間　12 月 22 日㈯まで（月曜日、第４木曜日、
祝日は除く）

時間　10：00 〜 18：00（水曜日は 19：00 まで）

※同展示は、湖北地区の高校の図書館や長浜市立図
書館、米原市立図書館でも開催しています。

問い合わせ先　
　市立図書館☎ 22-0649、FAX26-0300

語りと音と灯りのこらぼ
内容　柔らかいろうそくの灯りの中で、清らかな

ハンドベルの音色と、昔ばなしの語りを楽しみま
しょう。

日時　12 月 15 日㈯　14：00 〜 15：00
出演者　【ハンドベル】テラーズベル【語り】彦根

おはなしを語る会
対象　4 歳以上　　

費用　無料　　

問い合わせ先　
　彦根おはなしを

語る会（辻さん）　
☎ 090-8579-
9701

図書館のイベント

　次世代の文化芸術活動を担う中学生・高
校生が日頃の部活動の成果を発表します。

第 8 回中学生・高校生特別展
〜ガンバル
　　　ひこねの生徒たち〜

日時
▶︎作品の展示（美術・書道）　
　12 月 7 日㈮〜同 9 日㈰
　9：30 〜 17：00（9 日㈰は 15：30 まで）

▶︎箏曲の演奏（箏曲部）　12 月 8 日㈯
　14：00 〜（30 分程度）

▶︎お茶席（茶道部）　12 月 8 日㈯
　10：00 〜 16：00
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）メッセホール棟
問い合わせ先　 教育委員会文化振興室
　☎ 23-7810、FAX21-3080
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催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://bfmap.city.hikone.shiga.jp）

男性介護者のつどい
「彦根こんき会」

12月10日㈪
10：30～15：00

認知症の家族を介護する男性同士で語り合いましょう。途中
からでも参加できます。　費用：200円（昼食代は別途必要）
家族の会滋賀県支部（小宮さん）☎080-3797-4530

　 市 民 交 流 セ ン タ ー
（ 里 根 町 ）
図 書 学 習 室

街 中 サ ロ ン 12月13日㈭、同22日㈯
10：00～15：00

「minto」㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害、発達障害のある人やその家族が、悩みなどを
話して情報交換をする場です。みんなで交流しましょう。
NPO 法人彦根育成会☎20-9114、ＦＡX49-9115

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

12月18日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

元気21歩こう会
12月21日㈮

13：30～15：00
（集合 13：30）

千 鳥 ヶ 丘 公 園 駐 車 場
（ 平 田 町 ）

彦根大仏を見に行きましょう。
費用：100 円（保険代など）

「ひこね元気クラブ 21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

ひ こ ね で 朝 市 12月16日㈰
8：00～12：00

滋 賀 県 護 国 神 社 境 内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、湖魚料理、手作り雑貨などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、　hikonedeasaichi55@gmail.com

市立病院　糖尿病教室 12月14日㈮
13：30～16：30

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
３ 階 講 堂

糖尿病について理解を深め、治療効果や予防意識を高める
教室です。神経内科医師・外来看護師による講演や血糖値
測定コーナーもあります。定員：50 人
市立病院外来1ブロック☎22-6050(内線1302)

彦根工業高等学校
生 徒 作 品 展 示 会

12月15日㈯
10：30～16：30

ビ バ シ テ ィ 彦 根
（ 竹 ケ 鼻 町 ）

1階センターモール・プラザ

生徒が一生懸命作った作品を展示します。作品の製作・
操作などの体験コーナーもあります。
彦根工業高校工業課☎28-2470、FAX28-2936

議 場 コ ン サ ート 12月3日㈪
13：00～13：30

市 役 所 本 庁 舎
（ 元 町 ）
5 階 本 会 議 場

　西地区公民館で活動している「滋賀川崎民謡会」の皆さ
んに、三味線に合わせて民謡を披露していただきます。
定員：75 人
　議会事務局☎30-6130、FAX22-0906

近江地域学会
研 究 交 流 大 会

12月16日㈰
10：10～16：30

滋 賀 県 立 大 学
（ 八 坂 町 ）

A 2 - 2 0 2 大 講 義 室

滋賀の地域課題解決の研究･活動の事例発表や「よしも
と」が取り組むSDGs（持続可能な開発目標）の仕掛け
人・小林ゆかさんの講演があり、滋賀の住みます芸人
「ファミリーレストラン」も参加します。みんなでSDG
ｓを考えてみませんか。
申込期限：12月14日㈮（電話かFAXかメールで申込）
滋 賀 県 立 大 学 地 域 共 生 セ ン タ ー ☎ 2 8 - 9 8 5 1 、

FAX28-0220、　coc-biwako@office.usp.ac.jp

がん患者サロン
「 り ら く 彦 根 」

12月25日㈫
13：00～15：00

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
3 階 講 堂

がん患者やその家族の交流の場です。がんと向き合って
いる人同士だから分かり合える思いを共有しましょう。
市立病院がん相談支援センター☎22-6050（代表）、 
　gansoudan@municipal-hp.hikone.shiga.jp

全国で人気爆発！

〒522-0041彦根市平田町９２４
ヴィラロンシャン１０１
minamihikone@at-school.jp

生徒随時募集中
☎ 0749-30-9905

算数・数学『パズル道場』実施中
楽しみながら頭脳を鍛えるトレーニング

南彦根
教室

進路相談 /個別指導 /発達支援 /障害児支援
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日
下
部
鳴
鶴
（
１
８
３
８
～
１
９
２
２
）

は
、
彦
根
が
誇
る
、
日
本
近
代
の
代
表
的

な
書
家
で
す
。
彦
根
藩
士
出
身
で
、
明
治

維
新
後
、
新
政
府
の
官
僚
と
な
っ
て
大
書

記
官
ま
で
進
み
ま
し
た
が
、
厚
い
信
任
を

受
け
て
い
た
大お

お

久く

保ぼ

利と
し

通み
ち

が
暗
殺
さ
れ
た

後
、
官
を
退
い
て
書
の
道
一
筋
で
生
き
て

い
く
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
明
治
12
年

（
１
８
７
９
）、
と
き
に
鳴
鶴
が
数
え
で
42
歳

の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
翌
年
、中
国
（
当
時
は
清
国
）
の
駐
日

公
使
の
随
員
と
し
て
、
楊よ

う

守し
ゅ

敬け
い

（
１
８
３
９

～
１
９
１
５
）
が
来
日
し
ま
し
た
。
守
敬
は

地
理
学
者
で
し
た
が
、
金き

ん

石せ
き

学が
く

（
金
属
や
石

な
ど
に
刻
し
た
文
字
、
文
章
を
研
究
す
る
学
問
）

に
も
通
じ
て
い
ま
し
た
。
守
敬
の
噂
を
耳

に
し
た
鳴
鶴
は
、
巌い

わ

谷や

一い
ち

六ろ
く

や
松
田
雪せ

っ

柯か

ら
志
を
と
も
に
す
る
者
と
誘
い
合
い
、
疑

問
に
思
う
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
聞
こ
う

と
、
彼
の
元
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
言
葉
が
通
じ
な
い
た
め
に
筆
談

の
み
で
要
領
を
得
ず
、
守
敬
が
そ
れ
ほ
ど

の
学
者
と
も
思
わ
ず
内
心
見
く
び
っ
て
い

た
と
い
い
ま
す
が
、
交
流
を
重
ね
る
う
ち

に
非
常
に
高
い
見
識
を
持
つ
人
物
だ
と
分

か
り
、驚

き
ょ
う

愕が
く

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、彼
が
来

日
時
に
携
え
て
き
た
一
万
数
千
点
に
の
ぼ

る
碑ひ

版ば
ん

法ほ
う

帖じ
ょ
う（

石
碑
の
拓
本
や
書
の
複
製
本
）

を
閲
覧
し
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
で
眼
に
す
る
古
い
中
国
の
書
の
写
し

の
多
く
は
、
何
度
も
転
写
を
重
ね
た
結
果
、

原
文
字
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
た
も

の
で
し
た
が
、
守
敬
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

原
文
字
に
極
め
て
近
い
一
級
資
料
だ
っ
た

か
ら
で
す
。

　

実
は
、
守
敬
が
来
日
時
に
こ
れ
ら
碑
版

類
を
携
帯
し
た
の
は
目
的
意
識
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
招

し
ょ
う

聘へ
い

を
受
け
た
時
、
彼
は
北
京
在
住
で
郷
里
へ

立
ち
寄
る
間
が
な
く
、
邪
魔
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、
そ
の
ま
ま
携
え
て
き
た
と
い
う

の
で
す
。

　

鳴
鶴
達
は
、
守
敬
が
帰
国
す
る
ま
で
の

足
か
け
５
年
の
間
、
こ
の
碑
版
法
帖
を
も

と
に
、
守
敬
か
ら
金
石
学
を
本
格
的
に
学

び
ま
し
た
。
鳴
鶴
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な

い
廻か

い

腕わ
ん

執し
っ

筆ぴ
つ

法ほ
う

と
い
う
書
法
を
教
授
し
た

の
も
守
敬
で
す
。

　

彼
ら
は
こ
の
間
、
守
敬
に
一い

ち

々い
ち

お
願
い

し
て
碑
版
を
借
覧
し
、
一
万
数
千
点
の
碑

ご
と
に
、
時
代
、
年
月
、
書
体
、
撰
文
（
文

章
）、
人
名
、
所
在
地
な
ど
を
列
記
し
た
一

大
目
録
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
に
よ
り
鳴
鶴
は
、
中
国
の
書

法
、書
風
の
沿
革
が
「
あ
た
か
も
地
層
の
縞し

ま

目め

を
見
る
が
如
く
に
明
瞭
に
」
な
り
、「
胸

中
の
雲
霧
が
よ
う
や
く
晴
れ
て
疑
わ
し
い

こ
と
が
あ
ら
か
た

な
く
な
っ
た
」
と
、

そ
の
感
慨
を
述
べ

て
い
ま
す
。
鳴
鶴

の
深
い
学
識
に
裏

付
け
ら
れ
た
品
格

の
あ
る
書
は
、
こ

う
し
た
学
習
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
の
で
す
。

　

学
究
肌
の
鳴
鶴
は
、
古
今
名
人
の
説
を

多
く
聞
き
、
見
て
、
古
今
各
種
の
書
を
多

く
書
い
て
初
め
て
書
の
真
意
を
悟
る
こ
と

が
出
来
る
と
述
べ
、
心
性
を
養
う
に
は
読

書
が
肝
心
だ
と
も
語
っ
て
い
ま
す
。
写
真

の
書
は
、
有
名
な
詩
人
、
蘇そ

軾し
ょ
くの

句
。
鳴

鶴
自
身
、
自
身
の
考
え
と
重
な
る
こ
の
句

を
名
言
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

「
退た

い

筆ひ
つ

（
使
い
古
し
の
筆
）
山
の
如ご

と

き
は

　  

　
　
未い

ま

だ
珍
し
が
る
に
足
ら
ず
」

「
読
書
万ま

ん

巻が
ん

始
め
て
神
に
通
ず
」

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

髙
木
文
恵
）

大
書
家
・
日く

さ

　か

　べ

　め
い

　か
く

下
部
鳴
鶴
の
誕
生 

― 

運
命
の
５
年 

―写
真
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展
「
近
代
の

書
聖 

日
下
部
鳴
鶴
―
新
出
資
料
を
中
心

に
―
」
で
、
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫
ま

で
展
示
し
ま
す
（
12
月
25
日
㈫
～
同
31
日

㈪
は
休
館
）。

第268回

◀︎
写
真
：
七
字
書
対
幅　

日
下
部
鳴
鶴
筆

　

       

（
当
館
蔵　

日
下
部
暘
氏
寄
贈
）
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▲西園雅集図(部分)佐竹永海筆

開館時間　８：30～17：00（入館は 16：30 まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

▶ギャラリートーク 　
　12月1日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
　事前申込：不要、場所：展示室1 

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

テ
ー
マ
展

平成31年1月8日㈫まで

　彦根出身で近代を代表する書家、日下部鳴鶴（1838-1922）。
近年、当館が新たに収蔵した鳴鶴作品をお披露目します。

「近代の書聖 日下部鳴鶴　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 －新出資料を中心に－」

観覧料が必要

講

　座

常設展示「“ほんもの”との出会い」
では、譜代大名筆頭・井伊家に伝来し
た名宝を中心に展示を行っています。 ほ

会
ほ
会

んもの”
“

いの出と

■【休館日】12月25日㈫～同31日㈪

く さ か べ か くめ いしょ せ い

しん しゅつ

平成31年1月７日㈪まで

「西園雅集図」　佐竹永海筆
　中 国 の 北 宋（ほ く そ う）時 代、
文人が集って遊んだという故事が
画題。佐竹永海（1803～74) は、
幕末の彦根藩御用絵師（ごようえし）。
江戸後期に関東画壇を席捲（せっ
けん）していた谷文晁（たにぶんちょ
う）の門で学びました。師同様、
多様な画風で描くことができる実
力派です。

講座「私の研究最前線」
　彦根城博物館の学芸員は、担当する展覧会や各
自の研究テーマに沿って日頃から調査・研究を重
ねています。この中から学芸員それぞれの研究テー
マについて、日頃の成果を踏まえてより深く解説
します。

①「御成と茶道具」
日時　12 月 15 日㈯
　　　13：30 ～ 15：00
講師　奥田　晶子
②「井伊直亮の道具帳
　　　～大コレクションの記録～」
日時　平成 31 年 1 月 19 日㈯
　　　13：30 ～ 15：00
講師　髙木　文恵

【①②共通】
※会場は当館講堂、定員は 60 人です。
※資料代はいずれも 100 円です。
※申込は当日受付（先着順）です。受付は 13:00～

開始します。

さ い え ん が しゅう ず さ た け えい か い ひ つ

お なり

なお あき
▲青磁香炉

▲楽器類留

▶︎
と
ろ
サ
ー
モ
ン

▶︎
酒
井
藍

◀︎
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

　
　
　
　

プ
ラ
ネ
ッ
ト

「あなただけ見つめて
る」「夏が来る」「ら・ら・
ら」など数多くの名
曲を送り出し、12 月 5
日にニュー・アルバム

「MUSIC MUSCLE」を
リリースする大黒摩
季が彦根に初登場！ 
力強くも優しい歌声
をご堪能ください。

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。https://bunpla.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

【公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。

12月の休館日　3日㈪、10日㈪、17日㈪、25日㈫、29日㈯、30日㈰、31日㈪

平成31年 4月6日㈯ 17：30　グランドホール

【平成 31 年 1 月 13 日㈰  9:00 ～ 予約開始】
一般 :6,800 円

【12 月 23 日 (日・祝) 9:00 ～ 予約開始】
友の会 :6,800 円

Maki Ohguro TOUR 2019
指定

※4歳以上有料。3歳以下膝上可 (席が必要な場合は有料）

12月22日㈯ 11：00/14：30　グランドホール

冬のよしもとお笑いライブ in ひこね
【発売中】一般 :4,500 円、友の会 :4,200 円指定

※当日一律5,000円
※5歳以上有料。4歳以下は膝上のみ無料（席が必要な場合
は有料）

出演：
とろサーモン、
チョコレートプラネット、
もりやすバンバンビガロ、
霜降り明星、見取り図、
吉本新喜劇（酒井藍、
池乃めだか ほか）
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彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

備えよう住宅用火災警報
１０年経ったら取り替えましょう！

救急車は限りある資源です。
適正な利用にご理解・ご協力をお願いします。

暖房器具の取り扱いにご注意を！
火災を未然に防ぎましょう

毎年、暖房器具による火災が発生しており、中でも、
ストーブが原因となる火災が多い状況です。火災の原
因としては可燃物の接触・落下、誤った使用方法、火

の消し忘れ、使用中の給油などが主な原因です。
これから暖房器具を使用する機会が多くなります。

火災を防ぐために、次の点に注意しましょう。

①ストーブを使用する時は注意しましょう
▶︎石油ストーブの燃料は灯油です。ガソリンは使

用しないでください。
▶︎ストーブの近くに紙、衣類など燃えやすい物を

置かないでください。また、ストーブの上で洗濯
物を干さないでください。干している洗濯物が
落下して、火災が発生するおそれがあります。

▶︎ストーブを使用するときは、こまめに換気を
行ってください。換気が不足すると、灯油やガス
が不完全燃焼して、一酸化炭素中毒を起こす原
因になります。

▶︎地震などの揺れで転倒しない
ように、倒れるおそれのある
ストーブは固定してください。

▶︎煙突がついているものは、指定
の金具や支線などを使用して
固定してください。

②給油時は注意しましょう
▶︎石油ストーブに給油する場

合は、ストーブの火を消し、
火が消えたことを確かめて
から給油してください。

▶︎カートリッジタンク式のも
のは、給油後、タンクのふ
たを確実に閉めてください。

③点火や消火の確認をしましょう
▶︎点火後は、炎の調節を行い、正常に燃焼して

いることを確認してください。
▶︎外出時や就寝時には、消火していることを確

認してください。

④注意！危険物の保管
▶︎灯油を保管する容器は金属製のもの、またはポ

リエチレン製で安全性の推奨マーク、または認
定証が貼付されているものを使用して、ふたを
しっかりと閉めてください。

▶︎容器は火気を使う場所から遠ざけて、直射日光
の当たらない風通しの良い場所に保管してくだ
さい。

▶︎容器が転倒したり、落下物によって容器が破損
したりしない場所に保管してください。

⑤変質灯油は使用禁止です
昨シーズンから持ち越した灯油は、変質灯油（灯

油自体がうす黄色になる、すっぱい臭いがするなど）に
なっている可能性があります。変質灯油は不完全
燃焼や異常燃焼など、予想しない事故が発生する
おそれがあるため、使用しないでください。

⑥電気こたつも使用方法を誤ると危ない？
▶︎電気こたつの中で衣類を乾かさないようにしま

しょう。
▶︎座布団や上掛けなどが電気こたつ内のヒーター

ユニットカバーに触れないようにしましょう。
▶︎電源コードを折り曲げたり、下敷きにしないで

ください。また、コードが異常に熱かったり、傷
んだりしている場合は使用しないでください。

▶︎ヒーターユニット内部にほこりや紙くずなどの
異物がないか確認
してください。

▶︎外出や長時間離
れる場合は電源ス
イッチを切り、プ
ラグを抜きましょ
う。

　

　行方不明者の情報を、登録者（市民・事業所
など）のスマートフォン・携帯電話にメール
で送信し、広く情報提供を求めるサービスで
す。システムに登録していただき、見守りに
ご協力ください。

【登録した場合、どんなことをするの？】
登録後は、行方不明者が発生した場合、スマートフォ

ン・携帯電話に情報が届きます。情報を受けた人は、買
い物などの日常生活の中で行方不明者を気にかけたり、
本人を見かけた場合は、発見時連絡先に連絡したりし
ます。具体的な捜索活動を依頼するものではなく、可
能な範囲での協力、情報提供をお願いしています。

【登録の方法 （右下の QR コードからも登録できます）】

①彦根市 (touroku@hikone-city.jp) に空メール
する。

②スマートフォン・携帯電話に URL 入り
メールが届く。

③配信を希望する情報の中から「行方不明高齢者等の
捜索者情報」を選ぶ。

【行方不明高齢者を見守る地域に】
　家族は事前に近隣の人に事情を説明し、本人を見か

けたら声をかけ、連絡をしてもらうなどの関係を築い
ておくことで、早期発見につながることがあります。　
　次のような人を見かけたら、相手の視野に入ってか
らゆっくり声をかけてみてください。
▶︎季節はずれの服装
▶︎不自然な身なり（パジャマ・裸足など）

▶︎夜間の一人歩き　など
　あなたの見守りや声かけが、その人
の命を救うことにつながります。

家族は、行方不明になるおそれのある人の情報を事
前に登録することで、万一の場合にスムーズに情報を
配信することができます。事前登録申込者（希望者）に
登録番号入りのステッカーを配布しています。本人の
靴のかかと部分に貼っておくことで、発見につながる
可能性があります。

問い合わせ先　
　 医療福祉推進課☎ 24-0828、 FAX24-5870

▲靴用ステッカー（実物大）
　（縦 1.5cm ×横４cm）

◀︎
靴
用
ス
テ
ッ
カ
ー

貼
り
付
け
例

高齢者の見守りにご協力を
あなたの「目」で見守りの輪が広がります

メール配信システムに登録しよう

事前登録と早期発見ステッカーを利用しよう

雇用の確保を行い、定住の促進が図られることを目
標にしています。

第２期湖東圏域企業立地基本計画
湖東圏域で、企業が持つモノづくりの技術・伝統・

人材と、大学などの高等教育機関や研究機関などが持
つ知的資源を融合させることにより、
▶︎高付加価値地場産業
▶︎高度ものづくり産業
▶︎環境産業及びその関連産業
▶︎６次産業化に向けた農商工連携関係産業の分野で産

業を集積し、地域経済の活性化と雇用の創出を目指
しています。
企業立地のサポート内容は、各市町の担当窓口に設

置している「湖東定住自立圏企業立地
ガイド」に掲載しています（彦根市ホー
ムページでも確認できます）。

今後もこの計画のもと、これらの
支援施策を活用し、より一層、圏域
内での企業立地の促進に取り組ん
でいきます。
湖東圏域企業立地担当者研修会

圏域内の市町の企業立地担当者が集まり、定期的
に担当者研修会を実施しています。

多種多様な活気ある企業の発展を目指して、今後も
圏域の企業立地施策を展開していきます。
問い合わせ先　
　 地域経済振興課☎ 30-6119、FAX24-9676

圏域の経済を活性化するため、圏域の市町が協力して、企業立地の促進に取り組んでいます

湖東定住自立圏（彦根市と愛荘町、豊郷町、甲 良 町、多賀町との広域連携）の具体的な取り組み
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もしも認知症などで行方不明になったら・・・ ▲「認知症サポーターキャラバン」のマスコット　ロバ隊長
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　この間、日本人の知り合いと会話をしていて、日
本には数多くの迷信があることを初めて知りました。

「夜に爪を切ってはいけない」、「お盆の期間には海水
浴をしない方が良い」や「夜に口笛を吹くと蛇が出る」
などの言い伝えを、このコラムを読んでいる皆さんも
よくご存知だと思います。日本の迷信を聞いて、とて
も不思議だと感じましたが、ブラジルにも言い伝えら
れている迷信がいくつかあります。
　例えば、昔からブラジルでよく言われている迷信の
１つに「家の中では傘をさしてはいけない」というも
のがあります。現代の傘と違って、昔の傘はとても重
たくて、狭い場所で傘をさすと大怪我をする可能性が
高かったので、このような言い伝えが出来たと言われ
ています。その心配はもうありませんが、今でも家の
中で傘をさすと不幸な目にあうと迷信を信じるブラ
ジル人もいます。
　もう１つブラジル特有の迷信として「かばんを床に
置いたらお金が逃げる」というものもあります。日本
では自分のかばんやバッグを床に置くことに抵抗を

感じる人が少ないように思いますが、ブラジル人の中
には、絶対に床にかばんを置かない人もいます。この
迷信はどのように生まれたのか不明だそうですが、忘
れてはいけない、落としてはいけない大切な物を床に
置かない方がいいと考えているブラジル人は多いと
思います。
　私にとって１番興味深いブラジルの迷信は「マン
ゴーを食べながら牛乳を飲んだらお腹を壊す」という
ものです。この迷信はブラジルに奴隷がいた時代に出
来たそうです。その時代では、奴隷でもマンゴーを手
に入れることが可能でしたが、牛乳は値段が高くて、
お金のある人しか飲めない高級品だったそうです。そ
のため、自分の奴隷が牛乳を盗んで飲んでしまわない
ように、主人たちがわざとこの話を作って各地に広め
たそうです。ブラジル人なら、自分のおばあちゃんや
おじいちゃんからこの迷信を聞いたことがきっとあ
ると思います。もちろん、根拠のない作り話なので、マ
ンゴーを食べながら牛乳を飲んでもお腹を壊すこと
はありません。
　日本やブラジルの迷信は、現代では根拠がなく通用
しないものもありますので、このような迷信で物事を
判断して、差別や偏見につながるような行動をするこ
とはもちろんいけませんが、それぞれの国の文化や歴
史を表しているのではないかと思います。私は、今後
も日本の迷信やその由来を勉強していきたいと思い
ますので、いろいろ教えていただけたら嬉しいです。

　　【彦根市国際交流員　ナターリャ】　　

ナターリャ
　　の部屋

第53回

ブラジルの迷信
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

山
本
一か

ず

真ま

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

塩

田

穂み
の
り

ち

ゃ

ん

（
高
宮
町
）

中
西
陽よ

う

大た

ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。

ぴ よ ぴ よ サ ロ ン

助産師を囲んで子育ての楽しさや悩みなど、何でも気
軽に話しましょう。
日時　12 月 21 日㈮
　　　10：00 〜 11：30（受付 9：45 〜 10：00）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　市内に住民登録のある 2 〜 3 か月児とその保護者
持ち物　母子健康手帳、バスタオル（おくるみも可）

〜今年から始める健康生活〜
自分や家族が健康的な生活を送るために、

日頃の食生活を見直しましょう。
日時　平成 31 年 1月18日㈮　
　9:00 〜、10:30 〜　〈予約制、各１人〉
場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざま

な栄養相談を受け付けています。

栄 養 相 談

お産の進み方の話を聞いたり、陣痛をやわらげるマッ
サージや赤ちゃんのお世話などの体験ができます。
日時　12月22日㈯　9：30〜12：00
　　　（受付　9：15〜9：30）

場所　くすのきセンター１階
対象　市内に住民登録のある妊娠 24 週以降の夫婦
定員　18 組（申込者多数の場合は、予定日が近い人、第１子

の人を優先します）

持ち物　母子健康手帳、父子健康手帳
申込期間　12 月 3日㈪〜同14日㈮
申込方法　 健康推進課に電話か FAX でお申し込みく

ださい（右の QR コードからも申し込めます）。
その他　託児はありません。
※あぐらがかけるような服装、またはひざ掛

けをお持ちください。

パ パ マ マ 学 級

上
野
悠ゆ

う

介す
け

ち
ゃ
ん

（
東
沼
波
町
）

食事の見直しを管理栄養士と
一緒に考えてみませんか？

（こんな感じで気軽に話せます♪）
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人口と世帯数
　　　　　　平成30年11 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

113,140 人    （＋ 67）
　 56,190 人    （＋ 19） 

56,950 人    （＋ 48）
47,809 世帯    （＋ 39）

今
月
の
表
紙
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彦根市教育委員会 冬期スポーツ教室受講生募集
申込方法　往復はがき往信の裏面に、①受講希望教室

名・コース名②受講生氏名③年齢（生年月日）④郵便
番号⑤住所⑥電話番号⑦託児希望の有無（該当教室の
み）を、返信の表面に①郵便番号②住所③氏名をそ
れぞれ書いてお申し込みください。

申込期限　12月12日㈬（消印有効）
▶申込は、市内に在住・在勤・在学(園)の人に限ります。
▶申込は、各教室の各コースごとに１人１枚に限りま
　す。連名での申込はできません。
▶申込者多数の場合は、抽選のうえ、受講生を決定し

通知します（別途、手続きが必要です）。
▶託児は有料です (１人１回につき 200円 )。託児の対象

は、生後６か月以上（平成31年１月１日現在）から小
学校就学前までです。

申込・問い合わせ先　　教育委員会保健体育課生涯ス
ポーツ係（〒522-0001  尾末町 1-38）☎24-7975、
FAX23-9190

申込・問い合わせ先　　教育委員会保健体育課生涯ス
ポーツ係（〒522-0001  尾末町 1-38）☎24-7975、
FAX23-9190

教室名 期間・時間 回数・受講料対象・定員
1月7日～3月25日

月曜日 10：00～11：30
16歳以上

25人
全10回

5,100 円
①太極舞＆ヨガ
　(託児あり)

1月9日～3月13日
水曜日 10：00～11：30

16歳以上
25人

全10回
5,100 円

②エアロビクス＆
　ボディシェイプ (託児あり)

1月9日～3月13日
水曜日 19：00～20：00

16歳以上
20人

全10回
4,600 円③ステップエアロ

1月9日～3月13日
水曜日 20：10～21：10

16歳以上
30人

全10回
4,600 円④夜ヨガ

1月10日～3月28日
木曜日 9：15～10：15

1月10日～3月28日
木曜日 10：45～11：45

16歳以上
各コース25人

全10回
4,600 円

⑤ヨガ
　(託児あり)

A

B

1月4日～3月29日
金曜日 19：00～20：00

（3月20日のみ水曜日）

16歳以上
20人

全10回
4,600 円⑦ポルドブラ＆コアトレ

1月4日～3月29日
金曜日 20：10～21：10

（3月20日のみ水曜日）

16歳以上
30人

全10回
4,600 円⑧エンジョイエアロ

1月11日～3月29日
金曜日 13：30～14：50

1月11日～3月29日
金曜日 15：00～16：20

55歳以上
各コース40人

場所
高宮地域文化センター

多目的ホール

高宮地域文化センター
多目的ホール

鳥居本地区公民館
大会議室

ひこね市文化プラザ
第1リハーサル室

ひこね市文化プラザ
第1リハーサル室

ひこね燦ぱれす
多目的ホール

全10回
4,600 円

A

B
⑥シニア健康体操

ひこね市文化プラザ
第1リハーサル室

ひこね市文化プラザ
第1リハーサル室

※期間・時間は講師の都合などにより変更になる場合があります。

◀︎
夜
ヨ
ガ
の
様
子


